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機構論的な沸騰遷移相関式 MCHNC-CISE を、NUPECでの実証試験の実験データに適用した。Sugawara モ

デルの結果が実験値と良く一致し、既往の実験相関式と同程度の予測が可能なことがわかった。 
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1. 緒言：BWRの限界出力評価での使用を目的に考案した機構論的沸騰遷移相関モデル（以下「MCHNC-CISE」

と呼ぶ）について、NUPEC の燃料集合体信頼性実証試験［1］の実験データで検証した。 

2. 検証対象及び検証結果：MCHNC-CISE では、限界クォ

リティを評価する実用式は、流量依存項𝑋99と沸騰長依存

項1 − 𝑒−𝑏1 ∫ 𝛼1𝑑𝑧
𝐿𝐵

0 の積の変数分離式の形となる。 

𝑋𝐶 = (𝑋99)( 1 − 𝑒−𝑏1 ∫ 𝛼1𝑑𝑧
𝐿𝑏

0 )・・・（１） 

(𝑋99) = 𝐹𝑢𝑛𝑐𝑡𝑖𝑜𝑛(𝐺𝑇 , 𝑏2, 𝑏3)・・・（２） 

𝛼1 = 4𝐾𝐷 𝐷𝐻𝑢𝐷⁄  𝐾𝐷：液滴付着係数、𝑢𝐷：液滴速度 

この MCHNC-CISE について、NUPEC の燃料集合体

信頼性実証試験の実験データで検証を行った。 

モデルの検討内容を表 1に示す。(a)「流量依存項の近

似式の検討」においては、指数近似、対数近似、累積近

似を検討し、対数近似あるいは累積近似が実験値と良く

一致することが分かった。(b)「沸騰長依存項の液滴付着

係数KDの検討」においては、Govan[2]、Walley[3]及び

Sugawara[4]モデルを検討し、Sugawara モデルの結果が

実験値と良く一致し（図 1）、標準偏差が 2.69％であっ

た（図 2）。また、(c)「9×9B 型燃料及び高燃焼度 8×8

燃料の限界出力試験を用いた検証」により、異なる燃料

体においても十分な予測精度があること確認した。さら

に、(d)「軸方向の液滴速度等の変化を考慮」により、特

に低流量側の実験データと一致する傾向があることが

分かった。 

3. 結論：前報（その 1）で作成した機構論的沸騰遷移相関モデルについて、既往の実験相関式と同程度の予

測が可能であり、異なる燃料体においてもモデルの適用性があること確認した。 
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図 2 Sugawara モデル 

図 1 液滴付着モデルの比較 
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